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国
連
・
同
原
機
関
と
、
フ
几
九
同
年
か
ら
ト
ニ

年
開
開
催
さ
れ
た
「
お
か
や
ま
国
除
夜
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ

サ
ミ
ッ
ト
’
と
の
連
携
な
し
に
Ａ
Ｍ
’
Ｄ
Λ
の
世
界

的
発
展
は
な
か
っ
た
。

　
外
務
省
民
間
援
助
連
携
察
、
旧
郵
政
省
国
際
ポ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
余
推
進
室
、
岡
山
県
、
岡
山
、
倉

　
敷
両
所
、
旧
加
茂
川
町
、
旧
哲
多
町
、
旧
和
気
町
、

　
そ
し
て
多
く
の
企
業
や
個
人
の
支
援
が
あ
っ
た
。

　
　
開
発
と
緊
急
救
援
の
国
際
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Ｏ
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ッ
ト
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ク
（
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
担
当
）
、
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
西
村
美
智
懲
貫
長
、
黒
住
宗

　
道
軍
務
局
長
）
、
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
ユ
ネ
ス
コ

　
担
当
）
な
ど
が
誕
生
。
岡
山
県
国
際
貢
献
推
進
条

’
例
や
倉
敷
市
国
際
平
和
推
進
条
例
も
成
果
と
い
え

　
る
。
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
厦
の
岡
山
ぃ
は
今
や

　
活
用
次
第
で
世
界
に
誇
れ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ

　
る
。

　
　
推
進
力
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
三

宅
正
勝
会
長
、
橋
本
敵
浹
軍
務
局
長
）
、
そ
し
て

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
岡
山
県
支
部
（
長
野
洋
子
会

長
、
福
武
れ
い
子
事
務
局
長
）
だ
っ
た
。
加
え
て
、

ア
フ
リ
カ
・
ソ
マ
リ
ア
に
職
員
を
派
遣
し
、
日
本

初
の
国
際
貢
献
推
進
条
例
を
制
定
し
た

1
1
1
卸
茂
則

町
の
片
山
舜
平
氏
、
国
際
貢
献
大
学
校
の
創
設
と

運
営
に
尽
力
さ
れ
た
旧
哲
多
町
長
の
竹
元
武
士

氏
、
お
か
や
ま
削
除
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
事

務
局
長
を
務
め
、
そ
の
出
版
を
進
め
て
い
る
藤
木

茂
彦
氏
に
も
感
謝
の
み
で
あ
る
。

　
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
、
明
治
維
新
は
海
外
と
の

密
貿
易
に
よ
っ
て
軍
費
金
談
達
を
し
た
薩
摩
と
長

州
が
実
現
し
た
。
時
の
政
権
に
よ
る
御
朱
印
船
方

式
が
高
閲
日
本
で
の
生
存
戦
略
だ
っ
た
。
卸
え
て
、

粉
米
に
各
藩
が
競
っ
て
優
秀
な
人
材
を
海
外
留
学

さ
せ
た
患
犬
も
熊
視
で
き
な
い
。

　
東
京
と
地
方
の
裕
美
拡
大
は
激
化
す
る
。
地
方

分
権
と
地
方
主
権
の
違
い
は
、
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
有
無
に
あ
る
、
［
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
プ
、
東
の

岡
山
］
を
十
一
世
紀
の
岡
山
の
生
存
戦
略
に
発

破
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
、
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